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【手続補正書】
【提出日】平成22年4月20日(2010.4.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
ビスシトラコンイミド、ビスイタコンイミド、およびシトラコンイミド－イタコンイミド
のうちの少なくとも１から成る不飽和モノマー、ならびに任意的に、ビスマレイミド、シ
トラコンイミドマレイミド、およびイタコンイミドマレイミドから選択された（共）硬化
性化合物の重合によって得られることができる、モノマー、オリゴマー、およびポリマー
の混合物を含んでいるプレポリマー組成物であって、５～５５重量％がモノマーであり、
２０～８０重量％が分子量３００～３，０００を有するオリゴマーであり、および１０～
５０重量％が分子量３，０００～約８０，０００を有するポリマーであり、さらに該組成
物中のモノマー、オリゴマー、およびポリマーの合計含有量が少なくとも９０重量％であ
る組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３】
モノマー、オリゴマー、およびポリマーが、ビスマレイミド、シトラコンイミドマレイミ
ド、およびイタコンイミドマレイミドから選択された（共）硬化性化合物と、ビスシトラ
コンイミド、ビスイタコンイミド、およびシトラコンイミド－イタコンイミドのうちの少
なくとも１から得られたものである、請求項１に従う組成物。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
この目的のために、本発明は、ビスシトラコンイミド、ビスイタコンイミド、およびシト
ラコンイミド－イタコンイミドのうちの少なくとも１から成る不飽和モノマー、ならびに
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任意的に、ビスマレイミド、シトラコンイミドマレイミド、およびイタコンイミドマレイ
ミドから選択された（共）硬化性化合物の重合によって得られることができる、モノマー
、オリゴマー、およびポリマーの混合物を含んでいるプレポリマー組成物に関し、５～５
５重量％がモノマーであり、２０～８０重量％が分子量３００～３，０００を有するオリ
ゴマーであり、および１０～５０重量％が分子量３，０００～約８０，０００を有するポ
リマーであり、さらに該組成物中のモノマー、オリゴマー、およびポリマーの合計含有量
が少なくとも９０重量％である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
「プレポリマー」の語は、該組成物が、実質的な量の、３００～３，０００、好ましくは
３３０～３，０００のＭＷ（分子量）範囲にあるオリゴマー前駆体を含有することを表す
ために使用される。該組成物は、これよりいくらか高い、３，０００～約８０，０００の
ＭＷを有するオリゴマーも含有する。「約８０，０００」の語は、このポリマーのわずか
な量がこれよりいくぶん高い、すなわち１００，０００までまたは１２０，０００までさ
えの分子量を有することができることを意味する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
オリゴマー化は、ビスシトラコンイミドおよび１以上の共硬化性物質を含有する組成物を
何らかの触媒を用いないでビスシトラコンイミドの融点より上の温度まで加熱し、そして
該モノマーをオリゴマー生成物へとオリゴマー化するのに十分な時間、温度をそのレベル
に維持することによって実施されることもできる。一般に、１４０℃超の温度において、
オリゴマー化は達成されることができる。オリゴマー化時間は、存在する触媒の量および
硬化される物質のタイプに応じて様々である。共硬化性物質は、ビスマレイミド、シトラ
コンイミドマレイミド、イタコンイミドマレイミド、および芳香族アミンから選択され、
該組成物の４０％までの量で存在することができる。組成物は他のオレフィン性不飽和モ
ノマー、たとえばスチレンを含まない。
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